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【総合討論】
どうする？救急医療での薬剤師業務

近年、病棟薬剤業務実施加算などの診療報酬や救命救急センターの充実段階評価による加点、日本臨床救急医学会が認

定する救急専門薬剤師・救急認定薬剤師制度の普及に伴い、救命救急センターや集中治療室で従事する薬剤師が増加し

ている。しかしながら、これらの業務内容は標準化されておらず、多くの施設で試行錯誤を重ねながら運用されている

のが現状である。

本企画では、近畿圏の救命救急センター、集中治療室、救急外来における業務/教育/研究について、それぞれの施設で

の成功例、失敗例、課題点を共有し、意見交換を通じて現場の課題を明らかにしたい。

2025年3月20日（木・春分の日）

第２会場（1F 小劇場） 9:45-11:45
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